
学校番号 117 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
国語総合甲 単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 『精選国語総合』 （東京書籍） 

副教材等 
『新訂国語図説五訂版』(京都書房)、『入試頻出漢字＋現代文重要語 TOP2500』(いいずな書店) 

『現代文グレートラーニング 40レベル 1』（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国語総合甲では、現代文の学習をします。1 年生では基礎的な国語力を身につけることが目標

です。漢字ワークの演習と漢字小テストを実施しますので、語源や字義などもしっかりと憶える

ようにしましょう。また、授業の予習として、わからない語句を辞書で調べ語彙力を高めてくだ

さい。授業では、説明を良く聞き、ノートはただ写すだけではなく、復習する時にわかりやすい

ように工夫しましょう。授業内容が理解できたかどうかは、定期テストだけではなく、日頃の発

言や提出物、ノートの記述などを総合して判断します。 

 国語力は、反復と継続で身につくものなので、普段の生活でも読書に親しみ、興味のある書籍

があれば、たとえ 1日 10ページでも良いので読んで見ましょう。自然と知識が増え、読解力が身

につきます。 

 授業で詳しく扱えなかった単元も定期テストにて出題することもありますので、長文の読解な

ど日常的なトレーニングをしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・語句の意味を的確にとらえて、文章の内容を文脈に沿って理解すること。 

・自分の意見を持ち、文章の主旨などを自分の言葉で適切に説明できること。 

・漢字テストは 8割以上取ること。・示された範囲に従って予習すること。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す･聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業に積極的

に取り組み、現代

文について自ら

学ぶ意欲がある。 

 

・本文の内容を

踏まえて自分の

意見を言う 

ことができる。 

・人の意見をき

ちんと聞くこと

ができる。 

本文の内容を踏

まえて 

・ノートに内容

をまとめられる。 

・自分の感想を

書くことができ

る。 

・自分の意見を

論理的に書くこ

とができる。 

【小説】【詩】 

表現に即して心

情を理解できる。 

 

【評論】【随筆】

【随想】 

筆者の主張や意

見を論理的に理

解できる。 

・1000～1800 程

度の漢字を読み

書きできる。 

 

・現代文を理解

するために必要

な語句の知識や、

文学史の知識な

どを把握、定着が

できている。 

評
価
方
法 

①行動の観察 

(授業態度･発言) 

 

②ノート、提出物

の点検 

①行動の観察 

(授業態度･発言) 

 

②ノート、提出物

の点検 

②ノート、提出物

の点検 

②ノート、提出物

の点検 

 

③定期テスト 

②ノート、提出物

の点検 

③定期テスト 

④小テストの点検 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

１
学
期
中
間 

 
 

９
回 

随
想 

「届く言葉」 

Ｐ１０～ 

２回 

○   ○  a:筆者の主張を理解し、自分の身に引きつ

けて考えている。 

 

d:随想の読み方を習得している。 

①②③ 

評
論 

「水の東西」 

Ｐ５５～ 

４回 

○  ○ ○  a:日本文化に興味関心を持っている。 

 

ｃ:二項対立的に論理的な文章が書ける。 

 

d: 評論の読解方法を習得している。 

①②③ 

評
論 

「今ここにある無数の未知」 

Ｐ５０～ 

２回 

○ ○  ○  a:本文の要旨を読み取ろうとしている。 

 

b:「無数の未知」を自分で考え、相手に伝え

ることが出来る。 

 

d: 指示表現に注意して読めている。 

①②③ 

１
学
期
期
末 

 
 

１
１
回 

小
説 

「羅生門」 

Ｐ２２～ 

２回 

 

○ ○   ○ a:小説の面白さを味わっている。 

 

b:主題について考えを伝え合っている。 

 

e:作者について理解を深めている。 

①②③ 

表
現 

言語活動「調査して発表する」 

羅生門に関連して 

Ｐ２１０～ 

２回 

 

○ ○    a a:意欲的に取り組んでいる。 

 

b:自分の考えをまとめて、相手に伝えるこ

とが出来る。:小説の面白さを味わってい

る。 

 

①②③ 

詩
歌 

「汚れちまった悲しみ

に・・・」 

P１２０～ 

○  ○   a:詩独特の表現を味わっている。 

 

c:作者の心情を読み取り、感想を伝え合っ

ている。 

 

①②③ 

２
学
期
中
間 

 

１
０
回 

評
論 

「欲望と科学」 

Ｐ１００～ 

４回 

○  ○ ○  a:「科学」について考えを深めている。 

 

c:二項対立を的確に把握し、論旨を要約し

ている。 

 

d:評論の読解方法を習得している。 

①②③ 



小
説 

「鏡」 

Ｐ１７９～ 

４回 

○  ○ ○  a:自身と他者について考察を深めている。 

 

c:自分の考えを表現しようとしている。 

 

d: 人物、情景、心情を読み取っている。 

①②③ 

詩
歌 

「十五の心 ―短歌抄」 

Ｐ１２８～ 

１回 

○  ○ ○  a:短歌を味わい、言語感覚を磨いている。 

 

c:創作活動を通して、豊かな表現力を養っ

ている。 

 

d:短歌の鑑賞の仕方を習得している。 

①②③ 

２
学
期
期
末 

 
 

１
２
回 

 
 評

論 

「まちの豊かさとは何か」 

Ｐ１３８～ 

５回 

○  ○ ○  a:多角的な考えを身につけている。 

 

c:筆者の主張を的確に把握し、論旨を要約

している。 

 

d:接続詞について正しく理解している。 

①②③ 

評
論 

「真の自立とは」 

Ｐ１４６～ 

４回 

○  ○ ○  a:自己ついて考えを深めている。 

 

C: 要旨を自分の言葉で的確に表現できる。 

 

d:例を的確に読み取り、筆者の主張へと集

約する読解方法を習得している。 

①②③ 

表
現 

言語活動「意見文を書く」 

自立について 

Ｐ２２０～ 

２回 

○  ○ ○  a:意欲的に取り組んでいる。 

 

C：情報を正確に読み取り、伝えることがで

きる。 

 

d: 情報の背景や原因を読み取っている。 

①②③ 

３
学
期 

 
 

１
１
回 

小
説 

「沖縄の手記から」 

Ｐ７７～ 

６回 

○  ○ ○  a:時代背景について調べている。 

 

c:登場人物の心情について説明できる。 

 

d:人物、情景、心情を読み取っている。 

①②③ 

評
論 

「生物の多様性とは何か」 

Ｐ１９２～ 

４回 

○ ○ ○   a:多様性について考察を深めている。 

 

b:多様性の必要性について説明できる。 

 

c:要旨を自分の言葉で的確に表現できる。  

①②③ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

  



学校番号 117 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
国語総合乙 単位

数 
３単位 年次 １年次 

使用教科書 『精選国語総合』 （東京書籍） 

副教材等 
『新訂国語図説五訂版』(京都書房)、『読んで見て覚える重要古文単語３１５』（桐原書店） 

『新版５訂版完全マスター古典文法』（第一学習社）、『新演習古典アチーブ１三訂版』（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国語総合乙では、古典の学習をします。1 年生では古典文法の基礎（動詞・形容詞・形容動詞

と助動詞）を習得し、各単元を読み解くことで、古文への理解を深め、漢文は文章を訓読し、基

本的な文章を読めるようになることが目標です。古典文法の演習と古文単語の小テストを実施し

ます。文法書を活用し、古典文法に馴染みましょう。授業ノートを工夫して作りましょう。予習・

復習の習慣をつけましょう。授業内容が理解できたかどうかは、定期テストだけではなく、日頃

の発言や提出物、ノートの記述などを総合して判断します。 

 

２ 学習の到達目標 

古典の文章に触れる事により、伝統と文化に対する理解を深め、ものの見方、感じ方、考え方を

広め、柔軟な思考を獲得する。 
 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す･聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

言語文化や伝統

に対する関心を深

め、国語を尊重し

て、進んで古典に親

しもうとする。 

   古典に表れた思

想や感情を的確

に読み取り、もの

の見方、感じ方、

考え方を豊かに

する。 

 古典の理解に役

立てるための音

声、文法、表記、

語句、語彙、漢字

等を理解し、知識

を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

①行動の観察 

(授業態度･発言) 

 

②ノート・提出物の

点検 

  ②ノート・提出物

の点検 

 

③定期考査 

②ノート・提出物

の点検 

 

③定期考査 

 

④小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

１
学
期
中
間 

 

１
３
回 

古
文
入
門 

『宇治拾遺物語』 

「児のそら寝」 

「絵仏師良秀」 

〈動詞入門〉 

○   ○ ○ a:音読して古典の読みに親し

み、内容や登場人物の心情を読

み取る。 

d:歴史的仮名遣いを適切に読

むことが出来ている。 

e：動詞・形容詞を正しく理解

する。 

 

①②③④ 

１
学
期
期
末 

 

１
６
回 

随
筆 

『徒然草』 

「つれづれなるままに」 

「丹波に出雲といふ所あり」 

〈助動詞入門〉 

○   ○ ○ a:作者の思想や感情について

考えている。 

d:随筆を読んで、人間、社会な

どに対する作者の思想や感情

を読み取ることができる。 

e:用言を正しく理解する。 

 

①②③④ 

物
語 

『伊勢物語』 

「筒井筒」 

〈用言まとめ〉 

○    ○ a:昔話としてなじみのある作

品を読み、古文に親しむ。 

e：用言を正しく理解する。 

①②③ 

２
学
期
中
間 

 
１
５
回 

歌
物
語 

『伊勢物語』 

「芥川」 

〈助詞入門〉 

○   ○ ○ a:「鬼」など本文中の表現につ

いて自分の意見を持つことが

出来る。 

e:助詞について理解し、口語訳

することが出来る。 

d:歌物語における和歌の役割

を理解し、本文全体を読むこと

が出来る。 

①②③ 

漢
文 

故事成語 

『戦国策』「借虎威」 

〈漢文入門〉 

 

○   ○ ○ a:漢文と現代とのつながりを

考えることが出来る。 

e:漢文訓読の基礎を学び、再読

文字を含む文章を訓読出来る。 

d：中国の史伝に特徴的な簡潔

な表現を読み、味わう。 

①②③④ 

２
学
期
期
末 

 

１
８
回 

漢
文 

故事成語 

『戦国策』「漁夫之利」 

〈漢文基礎〉 

 

○   ○ ○ a:漢文と現代とのつながりを

考えることが出来る。 

e:漢文の重要句形を理解して、

訓読することができる。 

d：中国の史伝に特徴的な簡潔

な表現を読み、味わう。 

①②③④ 



日
記 

『土佐日記』 

「馬のはなむけ」 

〈助動詞「なり」〉 

○   ○ ○ a:作者が何故、女性に仮託して

著したのか考えられている。 

 

d:日記を読んで、人間・社会な

どに対する作者の思想や感情

を読み取る。 

 

e:断定／伝聞推定の助動詞「な

り」を識別することができる。 

①②③④ 

漢
詩 

唐詩 

「登鸛鵲楼」 

「勧酒」 

「涼州詞」 

○    ○ a：漢詩を読み味わい、中国古

典文学への関心を高める。 

 

e:漢詩の基礎を学ぶ。 

①②③ 

３
学
期 

 

１
７
回 

和
歌 

『万葉集』 

『古今和歌集』 

『新古今和歌集』 

〈修辞法、助動詞〉 

○   ○ ○ a:和歌の真意が何か考えてい

る。 

 

d:和歌の優れた表現を読み、そ

の大意を自分の言葉で説明

できる。 

 

e：和歌の修辞技巧を理解する。 

②③ 

軍
記
物
語 

『平家物語』 

「木曽の最期」 

〈敬語〉 

○   ○ ○ a:『平家物語』の特徴について

考えることが出来ている。 

 

d:語り物独特の表現方法を学

び、登場人物の行動や心情を読

み、味わう。 

 

e:助動詞の意味と敬語の種類

を特定し、口語訳することがで

きる。 

①②③④ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す･聞く能力 

c:書く能力          d:読む能力    e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


